
第 108 回 夏の夜の怪談、より怖い話 

ＩＴ生 

 

「行政は万能ではありません。皆さんの命を行政に委ねないでください」 

平成３０年西日本豪雨の被害を受けて、中央防災会議の有識者会議がまとめた最終報告で、 

国民へのメッセージとして、冒頭のくだりが公表された。 

 

 

明らかな間違えを国民に示した内閣府のポスター 

 



そして、避難情報の改訂も行われ、以前は「避難準備情報」「避難勧告」「避難指示」と三段

階あったのを、「避難勧告」を省いて、二段階にした。避難準備情報は、高齢者向けで、避

難が困難な人は災害が起こる前に避難しておくという明確な位置づけがあるが、避難勧告

は中二階的で、その意義づけがあいまいなことから、住民の避難に影響を与える影響がみら

れないとして省かれることになったのだ。その結果、避難準備情報と避難指示の二段階とな

った。しかしながら、避難指示が公表される時には、災害が起きる直前か、起きてしまって

いる。すなわち、高齢者は早めに避難、それ以外の人も、避難準備情報がでて避難指示が出

る前に、避難できるように、情報収集し、家族と連絡を取り合ったり、安全な避難場所を確

認するなど、しておかなくてはいけない。 

 

ところがである、内閣府の広報ポスターには「避難指示で必ず避難」と書かれている。 

冒頭のメッセージを発案した、片田敏孝・東京大院教授は、「避難指示までに必ず避難」の

間違いと指摘する。同氏いわく、文面では「国民に主体性を求める」としながらも、「行政

からの情報でにげてもらう」という行政主体の体質が抜けきらないからだ、という。 

政府として、国民にメッセージをだしておきながら、肝心のお役所が理解していないようで

は、防災は進まない、どころか妨げになる。毎年のように犠牲者がでているのに、お役所気

質を変えようとしないのは、まさに、真夏の怪談より怖い話である。 

（令和 6年 7月） 


